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Abstract: 漫才は，観客があってこそ成立するエンタテイメントである．我々はこれまで，漫才コ
ンビ ミルクボーイを対象に，漫才を構成する基本ユニットを抽出し，その特徴・変化を分析してき
た．その結果，“行ったり来たり”と呼ばれるネタ進行は典型的な漫才の流れとは異なり，彼ら特有
の「オチ」につなげるためはツッコミの基本である否定ではなく，肯定で盛り上げる必要があるた
め，巧妙にネタを進行させ笑いにつなげていることを明らかにしてきた．本研究では，この中で，基
本ユニットにおける身体動作の大きさを定量化して分析した．その結果，ネタに合わせたジェスチャ
などで身体動作を大きくすることで，大きな笑いや拍手を生み出していることを明らかにした．

1 はじめに
コロナ渦の長期化とともに，観客があってこそ成立
するエンタテインメントも，様々な形で楽しまれるよ
うになった．この 1つに漫才がある．漫才とは「主に
2人組で披露される演芸・話芸．2人の会話の滑稽な掛
け合いの妙などで笑いを提供する．」とWikipediaには
書かれている．大正，昭和，平成，令和の時代を経て，
様々なスタイルが確立され，幾多の笑いが提供されて
きた．また，ロボットに漫才をさせるなど，新しい試
みも多くなされている [1]．
ミルクボーイは，ボケの駒場孝とツッコミの内海崇に
よる漫才コンビで，M-1グランプリ事務局主催，ABC

テレビ制作で 2019年 12月 22日に放送された第 15回
M-1グランプリ 2019[2]で史上最高得点を叩き出した
ことで知られる [3]．その特徴は，審査員の松本人志が
「行ったり来たり漫才」と称したように [4]，「駒場の振
る様々なテーマ（主にオカンが忘れた名前とその特徴）
に対して，内海が強烈な偏見を持った肯定と否定を交
互に繰り返していく．最後にオチとして，駒場が他の
人物（主にオトン）によるテーマと全くかけ離れた回
答を出し，それに内海が「絶対違うやろ!」とツッコん
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で締めくくる」(Wikipedia)スタイルにある．
ここで，漫才は「つかみ」「本ネタ」「オチ」で構成
されるが [5]，「行ったり来たり」の部分は本ネタにあた
る．著者らはこれまで，ナイツを対象とする先行研究
において，繰り返されるパターンを抽出した「基本サ
ブネタユニット」を定義し，その構成要素の変化から，
ネタ全体の構造を分析するという手法の有効性を明ら
かにしている [6]．ミルクボーイを対象とした研究では，
これを踏まえて基本ユニットを抽出し，その変化を分
析した [7][8]．その結果，ボケ担当の駒場は実はフリ担
当で，ツッコミの対象はネタ（後述のコーンフレーク
など）であること，独特の「オチ」につなげるためは
ツッコミの基本である否定ではなく，肯定で盛り上げ
る必要があり，そのためにネタ進行のスピードアップ，
高圧的な動作などを取り入れて，巧妙にネタを進行さ
せ，笑いにつなげていることを明らかにしている．
本研究では，さらに身体動作の分析を深めて，より
詳細に笑いとの関係性を明らかにしていく．具体的に
はまず，お笑いネタ，CMネタ，かまいたちによる模倣
ネタの 3種類，10本のネタに対して，身体動作の定量
化を行い，ネタ進行との関係性の傾向を，ネタの種類
毎に明らかにする．次に，身体動作と笑いとの関係性
を分析することで，お笑いネタにおいて，大きな身体
動作で笑いをとっていることを明らかにしていく．
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2 分析方針と対象
2.1 盛り上がり時の身体動作分析
先行研究では，基本ユニットを抽出し，その変化を
分析した [7]．図 1・2は，M-1 グランプリ 2019（ABC

テレビ, 2019.12.22放送）におけるファーストラウンド
ネタ「コーンフレーク」における発話，笑い，動作の変
化である．例えば「甘くてカリカリしてて，で，牛乳と
か書けて食べるやつやって言うねんな」「ほー，コーン
フレークやないか」・・・という部分がユニット 1，「ちょっ
と分かれへんのよな」・・・「オカンが言うには，死ぬ前
の，最後のご飯もそれでいいて言うてんえんな」「ほな
コーンフレークと違うかー」・・・がユニット 2，という
具合である．

図 1: コーンフレークにおける発話と笑い時間の変化.

図 2: コーンフレークにおける動作の変化.

ここで注目したのが，大ウケが拍手につながるユニッ
ト 3，7，9である．これらは，先行研究で表 1および 2

のように定めた笑いと手をたたく音の度合が，最も大
きくなっていたユニットである．ところが，ユニット
7では腰に手をあてる高圧的な動作の時間が長いもの
の，他のユニットでは，身体動作の特徴が現れていな
かった [8]．そこで，これらのユニットでどのような身
体動作が行われ，会場全体が笑いに包まれるような盛
り上がりにつながっているかを明らかにしていく．

表 1: 笑いの度合いの基準
小 1 秒未満
中 1.5 秒以下
大 1.5 秒以上

表 2: 手をたたく音の基準
小 2，3人
中 数人以上
大 拍手

2.2 分析対象のネタ
分析では，表 3のお笑いネタ，CMネタ，かまいたち
による模倣ネタの 3種類，10本のネタに対象を広げて，
網羅的に笑いの仕掛けを解明することとした．

表 3: 分析対象のネタ.

3 身体動作と笑いの関係性
3.1 ネタの種類による身体動作の違い
まず，ネタの種類により身体動作がどう異なるのか
を分析した．ここでは，図 2の動作回数の回帰直線を
求めた．結果を図 3に示す．後半での増加は，模倣ネ
タが最も大きいという結果であった．CMネタも後半
で増加したが，お笑いネタでは，ほぼ一定であるとい
う結果であった．

図 3: ネタの種類による身体動作回数の回帰直線の傾き.

3.2 身体動作と笑いの相関
ツッコミの内海の身体動作をより詳細に分析するた
めに，表 4のように，動作時の腕の高さと，ネタとの
関連性について点数化し，ユニット毎に加算して身体
動作の大きさを数値化した．度合いの小，中，大に対
して，それぞれ 1点，2点，3点とした．
表 1および表 4を用いて，コーンフレークにおける
笑いと身体動作を数値化した結果を図 4に示す．笑い
と手をたたく音も，小，中，大に対して 1点，2点，3

点を加算した．この結果をみると，ユニット間で，笑



表 4: 本研究で定めた身体動作の基準.

いの度合いと身体動作の度合いの関係性が強いと考え
られる．

図 4: コーンフレークにおける笑いと身体動作の得点.

そこで，表 3の全てのネタに対してユニット毎の笑
いと相関係数を求めた．結果を表 5に示す．ネタによ
るばらつきはあるものの，お笑いネタ，CMネタのい
ずれも平均は 0.73で，ほぼ同程度の強い相関があった．
一方，かまいたちによる模倣ネタの相関は低く，ミル
クボーイ特有の性質である可能性がある．

表 5: 笑いと身体動作の相関係数.

3.3 例示的動作による盛り上げ
笑いと身体動作の相関が高いことが分かったが，ユ
ニット 3，7，9において動作の得点が必ずしも高くは
なかったため，各ユニットでどのような身体動作であっ
たかを調べると，図 5のような，ネタを強調する例示
的動作が見られた．
そこで，ユニット毎ではなく，笑いが生じている個々
のケースについて詳細を分析した．この結果を表 6に示

図 5: ネタを強調する例示的動作の例.（出典：THE

MANZAI2021，フジテレビ，2021.12.05・M-1 グラン
プリ 2019，ABC テレビ，2019.12.22）

す．たとえば，お笑いネタのコーンフレークの場合は，
身体動作が大あるいは中のときが約 89%で，小の場合
は約 8%であった．身体動作なしの笑いは 3%であった．
この結果より，大きな身体動作が笑いにつながってい
ると考えられる．

表 6: 身体動作毎の笑いの割合.

また，拍手が生じている個々のケースについても同
様に分析した．この結果を表 7に示す．たとえば，お
笑いネタのコーンフレークの場合は，身体動作が大あ
るいは中のときが約 83%で，小の場合は約 17%であっ
た．身体動作なしの拍手は 0%であった．この結果より，
大きな身体動作が拍手につながっていると考えられる．
さらに，例示的動作に着目すると，例示的動作があ
るたびに，観客の拍手が見られた．つまり，例示的動
作と観客の拍手の関係性がかなり深いと考えられる．



表 7: 身体動作毎の拍手の割合.

4 おわりに
本研究では，ミルクボーイの「行ったり来たり漫才」
を対象に行ってきたこれまでの研究を発展させて，分
析対象のネタを増やした上で，身体動作と笑いの関係
性のより詳細な分析を行った．
まず，ネタの種類により身体動作が違うかどうかを
分析するため，基本ユニットの進行と身体動作の回数
から回帰直線の傾きを求め，その比較を行った．その
結果，CMネタでは，後半になるにつれて身体動作が
増加し，盛り上がり感を出す一方，お笑いネタでは，回
数でいうと変化が少ないという結果となった．
そこで身体動作を大きさで分類し，ユニット毎の身
体動作の大きさを数値化した．また，笑いも数値化し
たところ，笑いと身体動作は強い相関があることが分
かった．これは，お笑いネタ，CMネタに共通であった．
ただし，CMネタでは大きな笑いは生じていないため，
逆にいえば，お笑いネタでは，大きな身体動作が大き
な笑いにつながっているという結果でもある．
ただし，これらの分析で，最も盛り上がったユニット
で，どのように笑いをとっていたかが分からなかった
ため，詳細な分析を行った．その結果，大きな身体動
作，具体的には，ネタに直結する例示的動作が，笑い
や拍手につながっているということが明らかになった．
これらの結果は，ミルクボーイの盛り上げにおける
身体動作の重要性を示している．今後，そのタイミン
グの分析など，より詳細な分析が望まれる．とくに，ブ
レーク前後のネタ，同一ネタの再演のデータなどを分
析することで，身体動作と盛り上がりの関係性や，時
を経てミルクボーイの表現がどのように変化している
かを明らかにしていきたい．ミルクボーイ自身も，ウ
ケた時，スベッた時で，生理的変化が起きていると述
べている [9]．また，ミルクボーイ自身もこういった変
化の一部まで身体動作から推測することができるかど
うかまで，今後も研究を進めたい．
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